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竹園と倉掛の歴史 
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1. 動機 

我々の班では、まずつくばの歴史を振

り返るために、「長ぐつと星空」という

文献に目を通すことにした。特に印象的

であったのは旧公務員宿舎がある竹園

についての記述であった。竹園ショッピ

ングセンターは現在では老朽化が進ん

でいるものの、設置当初は画期的な施設

であったことが判明し、竹園がどのよう

な発展・衰退を遂げてきたのか疑問を持

った。 

次に、筑波大学の周辺地域の古地図を

見てみると、竹園のすぐそばに倉掛とい

う集落があることが分かり、この集落は

筑波研究学園都市の開発の影に当たる

地域であるのではないかと考察した。 

以上のことから、倉掛と竹園の比較を

通して古い街と新しい街がどのように

変化してきたかを明らかにし、２つの町

を共存させていくにはどうすべきかに

ついて課題を見つけ解決策を提示した

いという考えに至った。 

2. 目的 

倉掛と竹園地区の研究学園都市が成

立する以前と後での生活を比較するこ

とにより、研究学園都市の成立がもたら

した住民への影響や変貌を明らかにす

る。 

 

3. 調査方法 

古地図と現在の地図の比較、文献調査、

フィールドワーク、インタビューを行っ

て調査する。 

 

4. 文献調査 

4.1. 長ぐつと星空 

「長靴と星空」筑波研究学園都市建設

当時のことが旧住民、新住民それぞれの

目線から記述された本である。 

第一部 

「租界」ではなく「開発」を 

-学園都市計画における元来存在

していた住宅への退去は極力避け

るとの方針が示される。 

住民と都市計画の間 

-日常生活の視点から施設整備を

求める住民と計画の一部だと捉え

る行政との温度差が表現されてい

る。 

第三部 

どろんこ道のころ-通学路と子ど

もたち 

-当時の子どもたちの通学事情や

近隣同士の交流、住民と行政との

ぶつかり合いが描かれている。 

その後上 

『農村から見た学園』では遠い

親戚が桜村にある病院に入院とな



った時に村内の人間が学園の道が

わからなかったせいで見舞が遅れ

たという話が紹介された。『夢と現

実』という章で筆者はつくばの不

満についていくつか言及している。

筆者は竹園二丁目に土地を買った

人である。一つ目は筑波の自然を

生かした公園がないこと。二つ目

は金銭欲の権化のようなアパート

や店が乱立しだしたこと。彼は静

かな住宅街が広がる落ち着いた街

並みを研究学園都市にイメージし

ていたが、裏切られたといってい

る。『竹園銀座』という章ではかつ

ては自然の豊かさが感じられた街

並みから「音」の公害に悩まされる

ことの苦しさについて述べた。 

4.2. 研究学園都市に関する文献 

まず研究学園都市の発展につい

て調べた。研究学園都市とは東京

等の国の試験研究機関等を計画的

に移転し、高水準の研究と教育を

行うための拠点をして建設された

都市である。研究学園都市として

計画された市街地面積は 2700ha

程で、そのほかの地域を周辺開発

地区として自然を生かした田園都

市としての発展を目指した。また、

私たちの対象地区となる竹園地域

についても調べてみた。竹園地区

では研究学園都市の計画によって

新しくできた地区であり、小中学

校や、ショッピングセンターなど

の施設が建設されていたことがわ

かる。また、住宅は 1979 年頃に建

設が完了し、このころからもとも

との地区の呼び名であった花室東

地区を竹園と呼ぶようになった。 

次に、1988 年に開かれたつくば

シンポジウムの記録から、専門家

の視点による学園都市の問題点を

見ていく。1 つ目は、官舎による街

の形成である。官舎を中心に据え

た街づくりがされたことで、老朽

化が進んだ官舎から住民が出てい

き、まちの中心に跡地が多く残っ

てしまった。2 つ目は、人口予測の

失敗である。学園都市の計画人口

は当初十万人とされていたが、実

際に移住してきたのは半数にも満

たない四万三千人であった。単身

世帯の多さと地価の高騰が原因で、

多くの新住民は官舎のような集合

住宅に住まざるを得なかったと考

えられる。3 つ目は、小学校での交

流の難しさである。竹園の小学校

に通う子供の親の多くが公務員で

あり、様々な家庭を知る機会が失

われていた。4 つ目は、憩いの場の

不足である。この問題は 1994 年に

竹園ショッピングセンターがリニ

ューアルされたことで改善された

と言える。5 つ目は、住宅のランク

付けです。夫の職場の地位のラン

クによって住める家が決まってし

まい、噂話などが日々のストレス

になっていた。 

4.3. 古地図 

1883 年 

竹園という地名はなく畑や松が広

がっている。倉掛では民家が多く

あり、集落が形成されている。倉掛



から竹園を通り、苅間まで行く道

路がある。 

 

図 1 1883 年 

1960 年 

竹園という地名が生まれる。1883

年と比べると道路の数が増える。

倉掛は民家の数が増え集落が少し

大きくなる。 

 

図 2 1960 年 

1972 年 

竹園に学園東大通りができ、学園

西大通りも建設され始める。公務

員宿舎建設のためのグリッド状の

区画整理がされる。倉掛は 1960 年

からあまり変化はない。 

 
図 3 1972 年 

1977 年 

竹園では公務員宿舎が完成し、住

宅の数も増え始める。また、今まで

あった道路が一部なくなっており、

そこに新しい道路ができ始める。

倉掛では民家の数が増加している。 

 

図 4 1977 年 

1995 年 

竹園では 1977 年にできた区画に

研究施設が移転する。また、住宅数

も増加する。倉掛では 1977 年から

あまり変化は見られない。 

     

図 5 1995 年 

 

1883 年から 1995 年の地図を比較

してみると、1883 年では竹園と倉

掛に発展の差はあまり見られなか

ったが、1995 年になると研究学園

都市の建設に伴って大きな差が見

られた。また、1972 年頃まであっ

た道路が大通りの建設によってな

くなってしまったことによる住民

への影響について調べていきたい



と感じた。 

 

5. フィールドワーク 

竹園、倉掛両地域にて、現地調査を行

った。その結果を以下に記す。 

5.1. 竹園 10/16(金) 

竹園東地区へいき、公務員宿舎、竹園

東小学校、竹園ショッピングセンターを

まわった。一つの小学校をコミュニティ

としてその区域内に商業店舗、公園など

が配置されている、まさに近隣住区論に

基づいた地域を感じることができた。公

園には子供達で賑わっていて機能して

いた。ショッピングセンターには居酒屋

やカフェなどの飲食店のほかに、学習塾

や郵便局なども併設されていて、住民の

生活に必要な機能も備えていた。 

5.2. 竹園・倉掛 10/23(金) 

竹園エリアから倉掛へと徒歩で移動

し、歩道が整備されていて、道路がグリ

ッド状となっている竹園に対して、道路

が無造作に配置されていて高低差もあ

って、そして田園風景が広がっていた倉

掛の姿をみて、都市計画によって作られ

た竹園と自然発生的にできた集落であ

る倉掛との違いを感じた。また、竹園エ

リアについても新しい発見があり、ペデ

が通っていてそこを通ることでしか竹

園地区の中心を通れない設計になって

いて、穏やかな街並みにする工夫がされ

ていた。 

 

6. 今後の課題、展望 

中間発表までの期間では地図の比較、

文献調査、フィールドワークを中心に作

業を行ってきた。これからの課題として

は地図の比較や文献調査を行っていく

中で分かっていくことがあった一方で

それに伴い疑問点も多く出てきた。それ

らの疑問点を当時の竹園、倉掛地域を知

っている方へのインタビューを通じて

より深く調べていくとともに、文献調査

では調べきれない当時のライフスタイ

ルを調べていき、現在のライフスタイル

と比較していく。 
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